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食中毒は、カンピロバクターやサルモネラ、腸管出血性大腸菌などの細菌やウイルスが食べ物に付着し、体
内へ侵入することによって発生します。 

その中でも、夏は細菌が原因となる食中毒が多い時期です。 
細菌性食中毒予防の3 原則は「細菌を食べ物に付けない」、「食べ物に付着した細菌を増やさない」、 
「食べ物や調理器具に付着した細菌をやっつける」です。 

食中毒を防ぐ６つのポイント 

食中毒は、毎日食べている家庭の食事でも発生しており、発生する危険性がたくさん潜んでいます。 
6 つのポイントを確認し、食中毒を予防しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

厚生労働省 ホームページより抜粋 



７月の事業案内 

事業名 日 時間 場所 対象 

乳幼児健診 
10 

(水) 

個別通知を確認 

してください 
中央公民館 

Ｒ６．２～Ｒ６．３月生 

Ｒ５．８～Ｒ５．９月生 

Ｒ４．１１～Ｒ４．１２月生 

ぷらっとサロン 

（助産師さんの回） 

12 

(金) 
10:00~11:30 子育て支援センター 

妊娠中の方、お子さんをお持ちの方 

どなたでもどうぞ 

ヘルシーティース 

事業 

18 

(木) 

8:40～9:00  

(受付時間) 
中央公民館 

１～４月生の 

１歳から４歳になるまでの児 

人間ドック 
25 

(木) 

個別通知を確認 

してください 
最上検診センター 

清水一、清水二、清水三の男性 

赤松の女性 

定期健康相談 
30 

(火) 
9:00～9:30 中央公民館 どなたでもどうぞ 

 ☆★７月のドック結果報告会★☆ 

日       時 場    所 健診の日にち 

２２日(月) 

９：００集合 大坪生涯学習センター ６／１９実施の方 

９：４５集合 作の巻公民館 ６／１９実施の方 

１０：３０集合 上竹野公民館 ６／１９実施の方 

１３：３０集合 塩公民館 ６／１９実施の方 

１４：１５～１４：４５ 中央公民館 ６／１９実施の方 

３０日(火) ９：００～９：３０ 中央公民館 
６月中に受けてまだ結果を受け取ってい

ない方 

 

 

気温が上がるこの時期は熱中症対策も大切です。 

① 暑さを避ける                         ② こまめに水分を補給する 

 ＊ 扇風機やエアコンで温度をこまめに調節         ＊ 室内でも、外出時でも、のどの渇きを 

 ＊ 遮光カーテンやすだれ、打ち水を利用             感じなくても、こまめに水分・塩分などを 

 ＊ 外出時は日傘や帽子を着用                    補給 

 ＊ 吸湿性・速乾性のある通気性のよい衣服を着用 

 ＊ 保冷剤、氷、冷たいタオルなどで、からだを冷やす 

注意！ 
１．暑さは人によって感じ方が異なります 

  その日の体調や暑さに対する慣れなどが影響します。体調変化に気をつけましょう。 

２．室内でも熱中症予防を 

  暑さを感じなくても室温や外気温を測定し、扇風機やエアコンを使って温度調節しましょう。 

３．高齢者や子ども、障害のある方は、特に注意が必要 

  熱中症患者のおよそ半数は 65 歳以上の方です。 

65 歳以上になると暑さや水分不足に対する感覚機能やからだの調整機能が低下しやすくなり、 

また、子どもは体温の調節機能がまだ十分に発達していないので注意が必要です。 

『熱中症警戒アラート』発表時には、外出をなるべく控え、暑さを避けましょう 


